
５
月
30
日
、
６
月
定
例
市

議
会
前
の
全
員
協
議
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

議
題
は
、
（
１
）
メ
ッ
ツ
ァ

事
業
に
つ
い
て
、
（
２
）
平

成
28
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税

の
寄
附
状
況
、
（
３
）
そ
の

他
と
し
て
18
項
目
の
報
告
事

項
、
条
例
案
の
説
明
等
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

市
民
の
関
心
ご
と
と
な
っ

て
い
る
宮
沢
湖
周
辺
の
「
ム
ー

ミ
ン
バ
レ
ー
パ
ー
ク
」
や

「
メ
ッ
ツ
ァ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
」

の
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

周
辺
ハ
イ
キ
ン
グ
道

を
市
が
整
備

報
告
に
よ
り
ま
す
と
、
昨

日
（
29
日
）
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク

グ
ロ
ー
バ
ル
社
よ
り
連
絡
が

あ
り
、
メ
ッ
ツ
ァ
事
業
の
開

発
行
為
申
請
に
つ
い
て

は
、
既
に
市
に
お
い
て

許
可
が
さ
れ
、
現
在
、

事
業
主
で
あ
る
フ
ィ
ン

テ
ッ
ク
グ
ロ
ー
バ
ル
株

式
会
社
と
、
飯
能
市
内

の
建
設
業
者
を
中
心
と

し
た
共
同
企
業
体
と
で
、

工
事
請
負
契
約
に
向
け

た
最
終
調
整
が
行
わ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
メ
ッ

ツ
ァ
の
有
料
エ
リ
ア

（
ム
ー
ミ
ン
バ
レ
ー
パ
ー
ク
）

に
お
い
て
宮
沢
湖
の
周
回
路

が
通
行
で
き
な
く
な
る
た
め
、

か
わ
り
に
、
市
と
し
て
宮
沢

湖
周
辺
の
ハ
イ
キ
ン
グ
道
の

整
備
補
修
を
進
め
て
い
く
こ

と
、
農
業
用
水
の
貯
水
機
能

を
保
持
す
る
た
め
の
維
持
管

理
を
行
う
事
は
も
と
よ
り
、

観
光
地
と
し
て
の
魅
力
の
向

上
や
来
場
者
の
安
全
の
た
め

市
が
整
備
す
べ
き
も
の
や
そ

の
負
担
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
こ
と
、
周
辺
住
民
へ
の

影
響
に
つ
い
て
地
元
説
明
会

を
開
催
し
、
メ
ッ
ツ
ァ
オ
ー

プ
ン
に
伴
い
懸
念
さ
れ
る
渋

滞
、
違
法
駐
車
対
策
な
ど
に

つ
い
て
、
県
、
警
察
、
地
元

自
治
会
及
び
事
業
者
と
共
に

対
応
を
協
議
し
て
い
る
こ
と

な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
８
年
秋
一
部
オ
ー
プ

ン
、
２
０
１
９
年
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
で
予
定
ど
お
り
と

い
う
こ
と
で
す
。

周
辺
住
民
の
期
待
に

応
え
る
施
設
に

説
明
会
を
受
け
て
、
周
辺

住
民
か
ら
、
道
路
や
用
水
路

の
問
題
な
ど
を
含
む
要
望
書

が
提
出
さ
れ
、
市
と
し
て
は

事
業
者
の
フ
ィ
ン
テ
ィ
ッ
ク

社
に
報
告
し
、
改
善
を
求
め

る
と
同
時
に
、
担
当
課
が
調

整
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ

と
い
い
ま
す
。

市
民
の
不
安
を
解
消
し
、

期
待
に
応
え
た
事
業
に
な
る

よ
う
に
、
て
い
ね
い
な
対
応

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

「
共
謀
罪
」
法
案
が
、
参

院
法
務
委
員
会
で
、
審
議
入

り
し
、
日
本
共
産
党
の
仁
比

聡
平
、
山
添
拓
両
議
員
が
質

疑
に
立
ち
ま
し
た
。

冒
頭
、
秋
野
公
造
委
員
長

（
公
明
党
）
が
、
同
法
案
審

議
中
の
、
同
委
員
会
へ
の
林

真
琴
法
務
省
刑
事
局
長
の
常

時
出
席
を
諮
り
、

自
民
、
公
明
、
維
新
各
党
の

賛
成
多
数
で
一
方
的
に
議
決

し
ま
し
た
。

議
決
は
、
安
倍
首
相
や
答

弁
が
不
安
定
な
金
田
勝
年
法

相
に
代
わ
っ
て
林
局
長
が
い

つ
で
も
答
弁
で
き
る
よ
う
に

す
る
も
の
。
こ
の
日
は
、
安

倍
首
相
へ
の
質
問
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
代
わ
り
に

答
え
よ
う
と
し
た
金

田
法
相
の
肩
を
首
相

が
押
さ
え
、
林
局
長

に
答
弁
さ
せ
る
場
面

が
度
々
あ
り
ま
し
た
。

仁
比
氏
は
、
同
法

案
に
対
し
、
人
権
を

制
約
す
る
と
の
懸
念
を
示
し

た
ジ
ョ
セ
フ
・
ケ
ナ
タ
ッ
チ

国
連
特
別
報
告
者
の
書
簡
を

め
ぐ
る
政
府
の
対
応
を
追
及
。

昨
年
、
日
本
が
国
連
人
権
理

事
会
の
理
事
国
に
当
選
し
た

際
、
「
自
発
的
誓
約
」
と
し

て
「
特
別
報
告
者
と
の
有
意

義
か
つ
建
設
的
な
対
話
の
実

現
の
た
め
、
今
後
も
し
っ
か

り
と
協
力
し
て
い
く
」
と
明

記
し
て
い
た
と
指
摘
し
、

「
書
簡
へ
の
抗
議
は
国
際
公

約
に
反
す
る
」
と
た
だ
し
ま

し
た
。

安
倍
首
相
は
自
ら
答
え
ず
、

外
務
官
僚
に
答
弁
さ
せ
ま
し

た
。
仁
比
氏
は
「
一
国
の
首

相
と
し
て
の
見
解
を
答
え
な

い
と
は
、
驚
く
べ
き
態
度
だ
」

と
批
判
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
飯
能
市
委
員

会
と
党
支
部
は
、
廃
案
に
向

け
て
、
街
頭
宣
伝
や
署
名
活

動
を
進
め
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
協
力
下
さ
い
。
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魑
魅
魍
魎
（
ち
み

も
う
り
ょ
う
）
と

は
私
欲
の
た
め
に

悪
だ
く
み
を
す
る

者
の
こ
と
で
す
。

疑
惑
を
追
及
さ
れ

て
、
「
そ
れ
な
ら

証
拠
を
示
せ
」
と
恫
喝
す
る

安
倍
首
相
の
姿
に
そ
ん
な
言

葉
が
う
か
ん
で
き
ま
す
。

「
あ
る
も
の
を
無
い
と
は
言

え
な
い
」
と
加
計
学
園
に
よ

る
獣
医
学
部
新
設
は
「
総
理

の
ご
意
向
」
で
あ
る
と
書
い

て
あ
る
内
部
文
書
は
本
物
で

あ
る
と
、
記
者
会
見
で
明
ら

か
に
し
た
前
川
前
事
務
次
官

の
発
言
は
、
首
相
の
国
政
私

物
化
を
裏
付
け
る
重
要
な
証

言
で
す
▼
憲
法
15
条
②
項
は

「
す
べ
て
公
務
員
は
、
全
体

の
奉
仕
者
で
あ
っ
て
、
一
部

の
奉
仕
者
で
は
な
い
」
と
定

め
て
い
ま
す
。
森
友
学
園
・

加
計
学
園
疑
惑
は
、
首
相
が

国
政
を
私
物
化
し
て
、
一
部

の
人
た
ち
に
便
宜
を
図
っ
た

と
い
う
、
総
理
の
犯
罪
と
も

い
え
る
疑
惑
で
す
▼
安
倍
首

相
の
妻
・
昭
恵
氏
の
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
に
は
、
「
ク
リ
ス

マ
ス
イ
ブ
。
男
た
ち
の
悪
だ

く
み
…
？
」
の
コ
メ
ン
ト
付

き
で
、
「
腹
心
の
友
」
で
あ

る
加
計
学
園
理
事
長
、
加
計

孝
太
郎
氏
と
酒
を
酌
み
交
わ

す
安
倍
首
相
の
写
真
が
載
っ

て
い
ま
す
。
今
治
市
が
国
家

戦
略
特
区
に
指
定
さ
れ
た
９

日
後
の
こ
と
で
す
。
プ
レ
ゼ

ン
ト
は
何
だ
っ
た
の
？
魑
魅

魍
魎
の
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ョ
ー
ク

で
す
。

「
共
謀
罪
」法
案

首
相
も
法
相
も
答
弁
不
能

い
よ
い
よ
メ
ッ
ツ
ァ
が
動
き
出
す

地
元
共
同
企
業
体
が
建
設
担
う

吸葛（スイカズラ）
白い花が黄色になる事から「金

銀花」とも言うそうです。

名前は、蜜が沢山あり、それを

子どもたちが吸った事からとも

…近寄ると蜜の様な甘美な香り

がします。撮影地 南高麗

人権を制約するとの懸念を
示したジョセフ・ケナタッ
チ氏の再批判

テーマパークイメージ写真（ＨＰ）



これからのまちづくりに関して感じたこと 回答数 回答割合

1.長期化を解消するために、早急に今の計画を見
直す必要性を感じた

２８９ ４５．５％

2.状況を判断すると、計画を見直すこともやむを得
ないと感じた

２２２ ３５．０％

3.やはり時間がかかっても計画通り進めるべきだ
と感じた

３２ ５．０％

4.その他 ２１ ３．３％
無回答（無記入） ７１ １１．２％

合計 ６３５ １００％

回答状況（調査対象1,113件、回収数635件）
双
柳
南
部
の
区
画
整
理
事

業
は
平
成
４
年
度
か
ら
事
業

が
始
ま
り
、
既
に
24
年
経
過

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
進

捗
が
思
わ
し
く
な
く
28
年

3
月
31
日
時
点
で
移
転
戸

数
は
１
３
２
戸
、
要
移
転
戸

数
は
６
７
９
戸
で
、
移
転
率

か
ら
み
る
と
19
・
４
％
に
留

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況

か
ら
、
市
は
昨
年
6
月
、
地

区
住
民
の
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て

意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
今
年
3

月
の
10
日
か
ら
3
日
間
に

わ
た
っ
て
地
元
説
明
会
を
開

催
し
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
経

過
や
今
後
望
ま
れ
る
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
な
ど
を
説
明

し
ま
し
た
。

説
明
会
終
了
後
、
今
後
の

事
業
の
方
向
性
な
ど
の
意
見

を
聴
く
こ
と
を
目
的
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が

ま
と
ま
り
、
30
日
に
行
わ
れ

た
、
議
員
全
員
協
議
会
で
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

住
民
の
意
向
に
寄
り

添
っ
て
検
討
を

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
計

画
の
見
直
し
の
必
要
性
を
感

じ
た
と
し
た
回
答
が
45
・
５

％
、
見
直
し
も
や
む
を
得
な

い
と
の
回
答
が
35
％
に
の
ぼ

り
ま
し
た
。
現
計
画
で
は
70

年
か
ら
80
年
の
期
間
を
要
す

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
民
や
地
権
者
の
意
見
を

十
分
に
生
か
し
て
今
後
の
整

備
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

６
月
10
日
（
土
）
「
武
州

世
直
し
一
揆
」
１
５
１
周
年

記
念
の
行
事
と
し
て
、

「
『
武
州
世
直
し
一
揆
』
の

会
」
が
講
談
の
集
い
を
開
催

し
ま
す
。

「
武
州
世
直
し
一
揆
」
は
、

慶
応
２
年
（
１
８
６
６
年
）

に
名
栗
、
吾
野
、
成
木
の
民

衆
が
施
米
、
質
地
証
文
、
借

金
証
文
の
破
棄
な
ど
を
要
求

し
て
立
ち
上
が
り
、
飯
能
河

原
に
結
集
し
て
、
当
時
の
豪

商
や
豪
農
の
家
な
ど
を
打
ち

こ
わ
し
、
わ
ず
か
７
日
間
に

関
東
一
円
に
民
衆
の
蜂
起
が

広
が
り
、
そ
の
規
模
は
10
万

人
に
も
の
ぼ
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

当
時
は
、
お
上
に
た
て
突

く
逆
賊
、
暴
徒
と
し
て
鎮
圧

さ
れ
ま
し
た
が
、
世
直
し
を

求
め
る
民
衆
の
「
た
た
か
い
」

と
し
て
近
年
、
記
録
し
顕
彰

す
る
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い

ま
す
。

■
鶴
瑛
＆
銀
冶
の
母
娘
ス

テ
レ
オ
講
談

■
日
時

６
月
10
日
（
土
）
・

１
回
目
講
演
13
：
30
〜
２

回
目
講
演
15
：
00
〜

■
飯
能
１
丁
目
倶
楽
部

（
西
武
線
飯
能
駅
徒
歩
５
分
）

■
チ
ケ
ッ
ト

前
売
り
券
１

千
円
（
当
日
券
１
千
２
百
円
）

※
お
問
い
合
わ
せ
先

川
中

宛
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
（
９
８
２
）
５

９
８
８

小
俣
宛
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼

（
９
７
１
）
３
６
３
８
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双
南
・
区
画
整
理
事
業
見
直
し
を

８
割
の
地
権
者
が
見
直
し
求
め
る

ツーデーマーチ

５月27日（土）、28日（日）

２日間で２万人を超える参加

者が、新緑の飯能を健康ウォー

ク。撮影：吾妻峡のドレミファ

橋下付近。《中島》

共
産
党
議
員
に

期
待
し
ま
す

共
産
党
の
4
人
全
員
が

当
選
し
本
当
に
よ
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
願
い
や

要
求
に
耳
を
か
た
む
け
、

き
め
細
か
な
議
員
活
動
が

で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

滝
沢
お
さ
む
さ
ん
に
は

岩
沢
、
双
柳
地
区
は
区
画

整
理
で
大
変
で
す
が
下
水

道
優
先
で
進
め
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
各
家
庭
へ

の
枝
線
整
備
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
予
算
が
計
上

さ
れ
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

精
明
、
加
治
地
区
の
交
通

問
題
で
小
型
循
環
バ
ス
な

ど
を
提
案
し
車
が
な
く
と

も
買
い
物
等
安
心
し
て
出

か
け
ら
れ
る
よ
う
早
期
の

実
現
。
米
軍
輸
送
機
の
騒

音
も
ひ
ど
い
で
す
が
、
危

険
な
オ
ス
プ
レ
イ
の
横
田

基
地
配
備
の
撤
回
な
ど
、

こ
れ
か
ら
も
「
市
民
生
活

最
優
先
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。

岩
沢

田
辺

龍崖山公園駐車場増設

茜台にある龍崖山公園の駐車

場が、14台分増設できました。

隣接するUR都市機構の緑地帯
を利用出来ないかと金子とし

え市議が要望してきました。

武
州
世
直
し
一
揆
１
５
１
周
年
記
念
講
談
の
集
い

女
流
講
談
師
が
語
る
武
州
一
揆

女流講談師・田辺鶴瑛さ
んと娘の銀冶さん

映
画
・
武
器
な
き
闘

い
山
本
宣
治
の
生
涯

上
映
会

6
月
16
日
（
金
）

18
時
10
分
開
会

中
央
公
民
館

主
催

映
画
サ
ー
ク
ル
ダ
ー

ち
ゃ
ん
の
会

戦
前
の
労
農
党
代
議
士
・

山
本
宣
治
を
描
い
た
映
画

で
す
。

ヤ
マ
セ
ン
は
学
者
と
し

て
同
志
社
大
学
で
教
鞭
を

と
っ
て
い
ま
し
た
が
、
自

由
主
義
を
唱
え
る
学
者
な

ど
へ
の
弾
圧
の
中
で
、
大

学
を
去
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
労
働
運
動
や
農
民

運
動
、
社
会
主
義
思
想
に

も
接
し
て
い
た
ヤ
マ
セ
ン

は
代
議
士
に
な
り
ま
し
た
。

ヤ
マ
セ
ン
は
帝
国
議
会
で
、

治
安
維
持
法
に
反
対
し
て

一
人
論
陣
を
張
り
ま
し
た

が
、
右
翼
に
刺
殺
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

日
本
が
当
時
侵
略
戦
争

を
す
す
め
、
国
内
に
お
い

て
は
思
想
弾
圧
・
言
論
弾

圧
を
し
て
い
た
様
子
、
そ

の
中
で
の
ヤ
マ
セ
ン
の
た

た
か
い
が
見
事
に
描
か
れ

た
映
画
で
す
。


